Value Conference 2026
カンファレンス参加稟議書
申請日	：【  年  月  日】
稟議番号：【　　　　　　　　　】
所属	：【　　　　　　　　　】
申請者	：【　　　　　　　　　】
1．申請趣旨
VE（バリュー・エンジニアリング）の実践力を高め、当社の原価低減と製品・サービス・業務の価値向上に活用するため、下記の参加および費用の支出を申請します。
2.　参加概要
開催日：2026年10月20日（火）・21日（水）
会場：パシフィコ横浜 会議センター
主催：公益社団法人日本バリューエンジニアリング協会
参加者：【所属・氏名　　　　　　　　　　　　　】
参加人数：計【　　】名
聴講予定の講演・発表：【　　　　　　　　　　　　】
3.　参加目的と期待する効果
① VE活動の推進と成果の向上
他社の実践や専門家の知見から、VE活動の進め方、関係部門の巻き込み方、活動を定着させる工夫を学ぶ。当社の活動上の課題を見直し、原価低減と製品・サービス・業務の価値向上につなげる。
② VEを担う人材の育成
VEの実践事例・研究成果に加え、経営や組織変革などの幅広い知見に触れ、課題を捉える力、改善案を発想する力、関係者とともに実行する力を高める。VE推進者や活動メンバーの視野を広げ、今後の活動を担う人材の育成に生かす。
③ VEの適用範囲の拡大
異なる業種・部門での取り組みを通じて、これまで当社でVEを適用してこなかった領域への展開可能性を探る。製品・サービスの企画、開発・設計、調達、業務改善などから、新たな活動テーマを見いだす。
④ 他社事例の収集と自社への応用
他社の実践事例から、テーマの選定、具体的な工夫、実施上の課題、成果に至る過程を学ぶ。講演者や実践者との対話を通じて当社との共通点・相違点を把握し、自社に応用できる方法を検討する。
あわせて得られる知見と業務への活用
· AI活用・DX： AIを活用した情報整理やアイデア発想、業務の見直しなどの知見を得て、VE活動の効率化・高度化とDXの推進に生かす。
· 原価低減： 原価企画や調達改革等の事例から、必要な機能・品質を確保しながらコストを見直す着眼点を得る。
· 商品企画・マーケティング： 顧客価値や競争戦略に関する知見を得て、顧客が求める機能の把握、商品・サービスの差別化、提供価値の向上に生かす。
4.　申請費用
① カンファレンス参加費
	参加区分
	通常料金（税込・1名）
	団体申込の4人目以降（税込・1名）

	会員
	77,000円
	57,750円

	一般
	88,000円
	66,000円


団体申込は4人目以降25％割引。参加費には参加者本人のオンデマンド視聴を含む。
配信期間は準備完了後1か月間。一部プログラムは配信対象外となる場合がある。視聴権は本人限定で、社内の追加視聴には法人ライセンスが必要。
② 申請総額
	費目
	算定内容
	金額（税込）

	カンファレンス参加費
	区分【　　　】・計【　】名／団体割引適用後
	【　　　　　】円

	交通費・宿泊費
	社内旅費規程に基づき算定
	【　　　　　】円

	申請総額
	
	【　　　　　】円


予算科目：【　　　　　　　　　　　　　】


5.　参加後の活用
VEの実践事例や関連知見を学び、他社との対話を通じて視野を広げ、今後の業務に生かす。参加者向けオンデマンドを復習や同時開催で聴講できなかった対象講演の確認に活用し、次の活動計画に反映する。
開催内容・料金等の確認先：
https://valuedesignacademy.jp/valueconference/
